２０１２(平成２４)年度事業報告書

［２０１１年（平成２３年）１２月１日～２０１２年（平成２４年）１１月３０日］

災　害　救　援　事　業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【地震など災害被災者救援キャンペーン】
◇東日本大震災
大地震、津波、原発事故が重なり、戦後最大の災害となった「東日本大震災」から間もなく２年が経過します。死者・行方不明者は１万８０００人を超え、３１万人余の人々が避難しています。昨年１０月１５日には、新たに２５０７万９０１７円を日本赤十字社に寄託しました。これまでに当事業団から日赤などに寄託した寄付金の総額は４億５１０７万２９５４円となり、大阪、西部社会事業団と合わせて１０億３０２１万８４３４円となりました。当事業団は引き続き、東日本大震災の救援金を受け付けています。

◇毎日希望奨学金
震災発生から２か月後の一昨年５月、毎日新聞社と東京・大阪・西部社会事業団が創設した「毎日希望奨学金」への寄付は２４年度も順調に集まりました。これまでの総額は約５億８０００万円となっています。震災で保護者を亡くした高校・大学生への給付は初年度の１５６人に続き、認知度が増した昨年度は１９１人に増えましたが、その後、休学などで４人が辞退しています。
　この奨学金の趣旨に賛同していただいているミュージシャンからの支援活動も前年に引き続き活発です。歌手の由紀さおりさんによる２回目のチャリティーコンサート「あしたへ」は昨年６月７日、東京都千代田区の東京国際フォーラムで開かれ、由紀さんみずからロビーに立ち、募金を呼びかけてくれました。
シンガー・ソングライターの谷村新司さんと石井竜也さんが共同制作したＣＤ「風の子守歌～あしたの君へ～」は、その印税の全額を希望奨学金に寄付してくれることになっています。今年１月１８日には、オーチャードホールで２回目のコンサートが開かれ、入場料の中から一人１０００円のご寄付をいただくことになっています。
社　会　福　祉　事　業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇児童養護施設へのプレゼント

歳末助け合い募金を原資に実施している事業で、 '１２年度で４４回となりました。親の死亡や親による虐待、離婚の増加に伴い施設への入所者が増え、定員枠を広げて受け入れる施設もあります。'１２年度は東日本地域の民間施設２２７カ所に「スポーツ用具」「文具」「木製おもちゃ」などを贈りました。２８１万２４３３円
◇ホームレス支援
路上生活者の方々が少しでも温かい年末年始を過ごせるよう、東京都台東区の山谷地区で支援活動をしている「山谷兄弟の家伝道所」、「自立支援センターふるさとの会」、アルコール依存症からの脱却・自立を支援している横浜市の「市民の会寿アルク」を通じて助成しました。３カ所計６０万円。

◇４２回毎日社会福祉顕彰
第４２回毎日社会福祉顕彰の贈呈式を１２年１０月１０日に開催しました。受賞された個人・団体は次のとおりです。

①東京都豊島区の医師で認定特定非営利活動法人シェア代表理事でもある本田徹さん。＝東京・山谷地区で家族からも見捨てられた人たちを診療する傍ら、アジア、アフリカの紛争地帯に赴き、劣悪な衛生環境の中で医療活動を続けています。
②大分県竹田市の社会福祉法人「博愛会　福祉農場コロニー久住」（釘宮卓司理事長）＝施設に入居している知的障害者に農業や畜産を指導し、農事組合法人などへの就職につなげています。農産物や加工品は、温泉などで観光客にも提供しています。

③さいたま市の公益社団法人「やどかりの里」（土橋敏孝理事長）＝偏見に苦しむ精神障害者が地域で暮らせるように、グループホームや働く場を提供して社会復帰を支援しています。
◇第５６回手足の不自由な子どものキャンプ

当事業団と日本肢体不自由児協会、東京ＹＭＣＡとの共催事業。'１２年８月９日～１４日の５泊６日の日程で、山梨県の東京ＹＭＣＡ山中湖センターで開催しました。障害のある小学３年生から高校３年生までのキャンパー３９人と、ボランティア、スタッフ、医師、看護師など７１人の計１１０人が参加しました。分担金１５０万円。

◇第２３回雪と遊ぼう　親と子の療育キャンプ

　当事業団と日本肢体不自由児協会、ＮＨＫ厚生文化事業団との共催。'１２年は１月７日～９日の２泊３日、新潟県南魚沼市の八海山麓スキー場で開催しました。児童２５人とその保護者、ボランティアリーダー、医師、看護師、スタッフなど合計１０７人が参加しました。分担金１００万円。
◇母の日・父の日募金キャンペーン
'０５年から始まった「母の日・父の日あしなが募金キャンペーン」は'０７年度から「母の日・父の日募金キャンペーン」として、あしなが育英会への寄付だけでなく、児童養護施設の子どもたちへの支援活動にも役立てています。'１２年度は東京・大阪・西部３事業団に１４５件、２７７万円余（うち東京は２００万余円）の寄付が寄せられ、寄付金の２分の１をあしなが育英会に贈呈。２分の１を「交通遺児等を支援する会」、児童養護施設出身者の支援団体などに届けました。
◇東京ヘレン・ケラー協会へ助成

同協会は中途失明者の更正施設としてヘレン・ケラー学院を経営、あんま・マッサージ・指圧、はり・灸などの資格習得のための教育、点字出版物の印刷発行、点字図書館の運営をしています。本団は同協会の設立に関わったことから点字図書館への助成、ヘレン・ケラー記念音楽コンクールへの助成、ネパールの視覚障害児への就学支援を続けています。３１２万円
◇交通遺児等を支援する会助成

交通遺児家庭を支援するために同会が行う「夏のお食事会」「クリスマスプレゼント」「入学お祝い金」に助成しました。３５万円。
◇第８１回全国盲学校弁論大会

視覚障害者の自立と社会の理解を促進するために点字毎日、全国盲学校校長会と共催している事業。'１２年１０月１２日に岡山市で開催しました。分担金は２０万円。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◇地域医療研究・実習への助成

'１２年度は前年同様、４大学からの助成申請があり、慈恵会医科大学、慶應義塾大学医学部、東京女子医科大学、松本歯科大学に助成しました。計６８万円。

本事業が始まった１９４０年代当時に比べ、地域の医療事情の改善とともにその役割が問われる時期もありました。しかし近年、医師不足から地方の中核病院の閉鎖が相次ぎ、地域医療の崩壊につながっています。農山村の過疎化が進む中で、医学生たちが地域医療の必要性とその問題点を学ぶことにより、この医療助成の果たす役割も再認識されています。
◇いのちの電話への助成

１９７１年に設立された電話相談事業は４２年目を迎えました。１９９８年から日本の年間自殺者数が３万人を超え、今日まで続いています。東京では３３０名以上の相談員が年間約３０００件の相談を受けています。運営は民間の助成に頼るところが大きく、２０万円を助成しました。

◇第３０回福祉囲碁大会の後援と参加賞贈呈

　'１２年１０月２９日、日本福祉囲碁協会が主催、渋谷区で開催した。首都圏の施設から約７０人の障害者や高齢者が参加し、同協会の会員約８０人がボランティアとして運営や対局補助として参加した。今年初めて、各舛に丸く溝が彫ってある碁盤を使った視覚障害者向けの対局も実施した。本団は参加賞としてタオル１７５本を贈呈しました。３万７８００円。
◇その他の障害者福祉助成

・「心の輪を広げる障害者理解促進事業（体験作文及び障害者の日のポスター募集）」の後援と賞品贈呈：５万円

・「声の点字毎日」の発行助成：１０万円

・第3７回わたぼうし音楽祭の後援と助成：１０万円

・わらじの会夏合宿助成：３万円

・第6１回関東聾学校野球大会・卓球大会の後援と賞品贈呈：７万円

・第６回全東京ろう社会人軟式野球ＴＤリーグの後援と賞品贈呈：２万２０００円
・平成２４年度江戸っ子杯の共催と助成：４万５１５０円

・第23回日本視覚ブラインドテニスの後援と助成：３万円

・日本点字図書館のチャリティー映画会の後援・助成：３万円

・第30回肢体不自由児・者の美術展後援と賞品贈呈：１５万円

小　児　が　ん　事　業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　【小児がん征圧キャンペーン】
２０１１年度の１６次小児がん征圧募金は、東京、大阪、西部の各事業団を合わせて９６０万円（東京は６５０万円）を、小児がんや難病と闘う子どもたちへの支援や研究に取り組む全国20団体に贈りました。これまでの贈呈総額は２億４４３５万円となりました。１９９６年から始まったキャンペーンは１１年度で１６年目を迎えました。毎日新聞事業本部が'１１年１２月に開催した「生きる～２０１１クリスマス若い命を支えるコンサート～」を皮切りに、'１２年５月に川畠成道さんのバイオリンコンサート、６月に恒例の森山良子さんのコンサート、１１月の竹下景子さんの朗読によるチャリティーコンサートなどが開催されました。読者から寄せられた寄付とこれらのチャリティーコンサートの会場募金や収益金の中から、第１７次分として約８００万円を「がんの子供を守る会」などの団体に贈呈する予定です。
[第16次小児がん征圧募金贈呈先]（順不同） 
そらぷちキッズキャンプ▽パンダハウスを育てる会▽ファミリーハウス▽スマイルオブキッズ▽がんの子供を守る会　▽難病のこども支援全国ネットワーク▽白血病研究基金を育てる会▽日本さい帯血バンクネットワーク▽東京臍帯血バンク▽メイク・ア・ウィッシュ　オブ　ジャパン▽近畿小児がん研究会▽京大病院小児科ボランティアグループ「にこにこトマト」▽日本クリニクラウン協会▽チャイルド・ケモ・ハウス▽京都ファミリーハウス▽あいち骨髄バンクを支援する会▽「にこにこスマイルキャンプin九州」実行委員会▽久留米大学病院小児科親の会「木曜会」▽福岡ファミリーハウス▽九大病院小児科ボランティア「ゆめりんご」　　　(以上２０団体)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
海　外　難　民　救　援　事　業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【海外難民救援キャンペーン】

２０１２年は、東日本大震災から１周年というあわただしさの中、東京社会部が南スーダンに記者を派遣し、３月18日から５回にわたって連載して募金を呼びかけました。しかし、寄付金は東日本大震災が発生し激減した前年をさらに下回り、７３０万円にとどまりました。
２０１１年度分の海外難民救援金は '１２年３月に東京社会事業団の４３０万円に大阪、西部社会事業団の分を合わせて８９５万円を国連救援機関やＮＧＯに贈呈しました。１９７９年以来、これまでの救援金の総額は約１５億６７００万円となりました。

[2011年度の海外難民救援金贈呈先] （順不同）
国連機関＝日本ユニセフ協会▽日本ＵＮＨＣＲ協会▽国連世界食糧計画ＷＦＰ協会

ＮＧＯなど＝ＡＭＤＡ▽シェア(国際保健協力市民の会)▽ＪＥＮ▽シャンティ国際ボランティア会▽全国社会福祉協議会▽ＡＡＲ(難民を助ける会)▽ＪＶＣ（日本国際ボランティアセンター)▽バーンロムサイ▽ピースウィンズ・ジャパン▽緑のサヘル▽ワールド・ビジョン・ジャパン▽石田勝子を励ます会▽難民支援協会▽ＮＧＯアフリカ友の会▽幼い難民を考える会▽日本紛争予防センター▽スリランカ子供基金パウラ▽ネパールヨードを支える会▽マハムニ母子寮関西連絡所▽マイシャ・ヤ・ラハ基金▽シエラレオネフレンズ▽ペシャワール会（以２５団体）　計８９５万円
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